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２０２３年度 緒方小学校通信 《めざす子ども像》
「元気に登校，笑顔で下校」

おもいやる子 【敬愛】
がんばる子 【自立】
たのもしい子 【創造】

【緒方小・緒方中 共通教育目標】 未来に向かって 生きる力を備えた 緒方っ子の育成

９月版 文責：佐藤 公彦 ℡0974-42-3150 Fax0974-24-4020

９月１６日（土），２０１９年以来の，制限のない運動会を

開催することができました。多くの保護者やご家族の皆様，

ご来賓の皆様，地域の皆様にも来ていただくことができ，たい

へんうれしく思います。

２学期のスタートにあたり，保護者の皆様には除草を中心と

した環境整備にご協力いただきました。グラウンドの草刈りを

してくださった地域の方もいらっしゃいました。凸凹したとこ

ろは，総合運動公園の協力で表面をならす道具を使うことがで

きました。児童も職員も一体となって整備を行い，絶好のグラ

ウンドコンディションで運動会を行うことができました。

運動会当日までの素敵なシーンを一部紹介します。

♥誰に言われることなく，職員の刈った草を集める児童が何人

もいました。

♥職員が整備をしていると「ありがとうございます」という児

童もいました。

♥運動会の取り組みを振り返る動画を見た児童が，動画をつく

った職員に「ありがとうございました」と伝えていました。

♥演技・応援でこんなふうにして盛り上げたいんですけど，と

６年生が相談に来ました。

♥自分から先にあいさつする子が増えました。

運動会練習期間中は何かと騒々しくなりますが，ご近隣の方

から「子どもの声だから。にぎやかでいいわ」と声をかけてい

ただきました。

当日は，どの子も一生懸命，最後まで全力でがんばり抜くこ

とができました。そして満足感でいっぱいの笑顔を見ることが

できました。また，来年の１年生もグラウンドを力いっぱい走

ることができました。

６年生にとっては小学校生活最後の運動会。団長を中心にし

た応援や各係に最善の力で取り組む姿がとてもすばらしかった

です。

保護者の皆様には，終了後のテント・椅子等の片づけに「緒

方の力」を発揮してくださいました。

運動会にお力添えをいただいたすべての皆様に厚くお礼申し

上げます。ありがとうございました。
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運動会を振り返って【赤組団長 田多隆樹】

今回の運動会が小学校最後の運動会でした。団長としてがんばってみようと，強く決意して臨

んだ運動会でした。結果は競技優勝で，応援優勝は

できませんでした。だけど，応援の点差は３点でと

ても接戦でした。

これまでいい運動会になったのはみんなの努力が

あったからだと思います。

低学年のみんなは，はじめ話を聞いてくれなくて

とても困ったけど，練習していったらどんどんやる

気が出てきて，集中して練習に取り組んでくれるよ

うになったのでうれしかったです。高学年は低学年

のお世話がなかなかできないようだったけど，練習

していくにつれて積極的に低学年のお世話をしてくれてとても助かりました。それに自分も，最

初は全然みんなを引っ張っていくことができなかったけど，５・６年生のサポートのおかげで指

示をうまく出せて，みんなを引っ張っていくことができました。

出場した種目の１００ｍ走は全力で走って１位になることができました。それにリレーでも１

位になることができたのでうれしかったです。綱引きと玉入れでは負けてしまったけど，みんな

しっかり全力で取り組めていたのでいいと思いました。

小学校生活最後の運動会，悔いのないように全力で取り組めた最高の運動会でした。

運動会を振り返って【青組団長 渡部陸斗】

小学校最後の運動会はものすごく楽しい，そして，ずっと忘れられない運動会になりました。

理由は４つあります。

１つ目は１００ｍ走です。ものすごく緊張しまし

た。２位だったのでくやしかったです。１位になり

たかったです。

２つ目はフラッグです。最初はなかなか覚えられ

なかったけど，だんだん慣れてきて楽しくできるよ

うになりました。

３つ目はリレーです。僕はアンカーでした。最下

位だったけど，真剣走りました。

そして４つ目は応援です。僕は最後の運動会，団

長をしました。最初はすごく緊張したし，何を言えばいいのかわかりませんでした。でも，２回，

３回と練習を重ねるうちに，副団長や応援団のサポートがあり，自分の思いをみんなに話すこと

ができるようになりました。応援練習最後の日はみんなひきしまっていて，とても感動しました。

そして運動会本番では，みんな楽しく大きな声で歌ったり踊ったりできました。総合優勝は取れ

なかったけど，みんなのがんばりで応援優勝ができました。

僕は勇気を出して応援団長をして，本当によかったと思いました。


